























































































































































質問項目 ５月 1�月 京�
データ数の多いことが重要 .92 .94 .89
何度も繰り返し、同じ結果
が得られることで信頼性が
高まる
.85 .92 .93
健康へ悪影響を及ぼす原因
は１つでないこともある
.84 .92 .95
動物のデータより人のデー
タが重要
.75 .87 .85
ある原因が存在するグルー
プと存在しないグループを
比較することでその原因が
影響しているかがわかる
.77 .85 .82
同じことに関するデータで
も科学者の立場や測定法で
異なることがある
.60 .81 .80
学会の発表データには信頼
できないものがある
.40 .61 .64
　科学リテラシーに関しては、表２に示すとおり
「知っている」と回答した比率は、いずれの項目にお
いても、３年生の５月に比べて、12月は高くなってい
る。また、12月における回答率は、��大学の「メ
ディア教育概論」の受講者55人の回答率と比較したと
ころ、ほぼ同レベルの高さであることがわかった。
　メディアリテラシーに関しては、「テレビなどの健
康情報を鵜呑みにせず本などで確認する」（17％，
19%）、「食品の安全性に関する情報を日頃から積極的
に集めている」（15％，23％）、「テレビの健康情報番
組をみて安易にまねしない」（47％，49％）について、
５月に比べて12月の「あてはまる」と回答した生徒の
比率がやや増えた。
　
５．ま�め
　以上の結果は、スーパーサイエンスハイスクールの
取り組みが、生徒の批判的思考態度とくに論理的思考
や探求心を高め、科学リテラシーやメディアリテラ
シーを向上させていることを示唆している。
（文責：楠見　孝）
図４　実験の様子図３　���員による講演の様子
